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ご
寄
付
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
琉
球
銀
行
・

り
ゅ
う
ぎ
ん
ユ
イ
マ
ー
ル
助
成

会
（
髙
良
幸
明
委
員
長
）
で

は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
県
内
に
お
け
る
地
域
福
祉

活
動
及
び
環
境
保
全
活
動
に
対

す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
請
書
類
は
同
助
成
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
能
。
詳

細
は
次
の
と
お
り
。

▼
募
集
期
間=

平
成
25
年
10
月

1
日
〜
11
月
30
日

▼
助
成
対
象
先=

県
内
で
県
民

の
た
め
の
社
会
福
祉
活
動
、

環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
て

い
る
N
P
O
法
人
・
原
則
と

し
て
非
営
利
目
的
の
法
人
又

は
団
体

▼
対
象
事
業=

県
内
の
社
会
福

祉
、
環
境
保
全
活
動
に
関
す

る
独
創
的
、
先
駆
的
な
事
業
・

企
画
（
日
常
の
人
件
費
や
交
通

費
は
対
象
外
）
。
県
内
に
お
い

て
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童

に
対
す
る
社
会
福
祉
活
動
、

環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
て

い
る
法
人
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体

を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
・

機
器
の
整
備
等

▼
助
成
金=

総
額
2
5
0
万
円

程
度
。
1
法
人
（
1
団
）
へ
の

助
成
上
限
20
万
円
。

▼
問
合
せ 

琉
球
銀
行 

地
域
貢

献
室

0
9
8
（
8
6
0
）
3
7
8
7

※

本
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
税

　
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

　
ま
す
。
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▲｢子どもの生活技能=生活習慣である｣
　と力説する照屋建太氏

▲シンポジウムの様子

▲｢ホームページは年中無休の営業マン!!｣
　と説明する長田華那氏

「
い
つ
か
で
き
る…

」と
い
う
認
識
は
危
険
!!

「
い
つ
か
で
き
る…

」と
い
う
認
識
は
危
険
!!

「
い
つ
か
で
き
る…

」と
い
う
認
識
は
危
険
!!

子
ど
も
の
生
活
技
能
に
関
す
る
研
修
会

子
ど
も
の
生
活
技
能
に
関
す
る
研
修
会

　
去
る
7
月
・
8
月
に
県
社

協
・
保
育
協
議
会
主
催
に
よ
る

地
区
別
保
育
所
職
員
研
修
会

（
4
地
区
）
が
実
施
さ
れ
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ま
ず
保
育
協
議

会
の
玉
城
善
徳
会
長
よ
り
保
育

施
策
の
動
向
や
全
国
・
九
州
保
育

協
議
会
の
活
動
内
容
な
ど
に
つ

い
て
基
調
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
続
く
講
義
で
は
沖
縄
キ
リ
ス

ト
教
短
期
大
学
の
照
屋
建
太
准

教
授
よ
り
「
子
ど
も
の
生
活
技

能
」
と
題
し
、
県
内
の
幼
稚
園

児
を
対
象
に
実
施
し
た
生
活
技

能
調
査
の
結
果
な
ど
を
示
し
な

が
ら
、
就
学
前
ま
で
に
身
に
付

け
て
お
き
た
い
生
活
技
能
に
つ

い
て
講
話
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
お
箸
や
ハ
サ

ミ
、
蝶
々
結
び
な
ど
指
先
の
作

業
に
つ
い
て
は
習
得
す
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
と
し
た
う
え

で
、
「
こ
の
時
期
に
間
違
っ
た

持
ち
方
や
使
い
方
が
身
に
付
い

て
し
ま
う
と
大
人
な
っ
て
か
ら

正
す
の
が
難
し
い
。
『
大
き
く

な
っ
た
ら
…
、
い
つ
か
出
来
る

だ
ろ
う
』
と
い
う
考
え
は
危
険

「
我
々
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
で
あ
る…

」

「
我
々
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
で
あ
る…

」

「
我
々
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
で
あ
る…

」

〜
求
め
ら
れ
る
連
携
の
在
り
方
と
は
〜

〜
求
め
ら
れ
る
連
携
の
在
り
方
と
は
〜

　
県
社
協
・
心
身
障
害
児
者
施

設
協
議
会
と
県
知
的
障
害
者
福

祉
協
会
の
主
催
に
よ
る
「
障
害

者
施
設
研
究
大
会
」
が
8
月
28

日
、
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

　
午
前
の
講
義
で
は
「
相
談
支

援
事
業
か
ら
み
え
る
連
携
の
あ

り
方
」
と
題
し
、
広
域
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
f
i
t
の
津
波
古

悟
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
、
事
例
を

交
え
な
が
ら
面
談
か
ら
支
援
ま

で
の
流
れ
や
、
利
用
者
・
家

庭
・
施
設
関
係
者
の
連
携
や
協

力
が
質
の
高
い
支
援
の
提
供
に

お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
午
後
は
「
施
設
職
員
に
求
め

ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
と
は
」
を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム

（
新
屋
氏
）
、
沖
縄
中
央
育
成

園
（
國
吉
氏
）
、
よ
も
ぎ
学
園

（
兼
島
氏
）
か
ら
各
施
設
で
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
家
族
と

職
員
間
、
施
設
同
士
で
の
連
携

等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
事
例

発
表
が
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
討

議
で
は
、
講
義
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
通
し
て
の
振
り
返
り
と

「
明
日
か
ら
実
施
で
き
る
連
携

へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
あ
い
さ
つ
を

大
切
に
し
、
チ
ー
ム
で
支
援
、
課

題
を
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が
大

切
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

だ
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
子
ど

も
の
発
達
を
理
解
し
た
う
え
で

援
助
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
の
園

生
活
に
指
先
を
使
っ
た
活
動
を

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」
、

「
子
ど
も
達
の
模
範
と
な
る
よ

う
、
自
分
自
身
も
正
し
い
や
り

方
を
身
に
付
け
る
必
要
を
感
じ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
そ
の
性
質

か
ら
透
明
性
の
確
保
や
高
い
公

益
性
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
厚
生
労
働
省
で
は
今

年
5
月
、「
社
会
福
祉
法
人
の

運
営
に
関
す
る
情
報
開
示
に
つ

い
て
」
を
各
都
道
府
県
等
の
社

会
福
祉
法
人
所
轄
庁
に
対
し
通

知
し
、
社
会
福
祉
法
人
の
業
務

及
び
財
政
に
関
す
る
情
報
開
示

を
進
め
る
よ
う
求
め
た
。
こ
れ

を
受
け
、
県
所
管
課
か
ら
県
内

全
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
指
導

通
知
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
、

県
社
協
・
社
会
福
祉
法
人
経
営

者
協
議
会
で
は
9
月
4
日
、
情

報
開
示
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
、
H
P
）
を

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
社

会
福
祉
法
人
の
た
め
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
活
用
講
座
」
を
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　
講
師
に
長
田
華
那
氏
（
合
同

会
社
ネ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
ト
代

表
）
を
迎
え
、
H
P
開
設
ま
で

の
流
れ
、
H
P
の
効
果
的
な
運

営
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学
ん

だ
。
い
ま
ま
で
H
P
の
必
要
性

を
感
じ
つ
つ
も
、
な
か
な
か
開

設
す
る
き
っ
か
け
が
な
か
っ
た

法
人
に
と
っ
て
有
意
義
な
内
容

と
な
っ
た
。

い
ま
さ
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
!

い
ま
さ
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
!

い
ま
さ
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
!

社
会
福
祉
法
人
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
講
座

社
会
福
祉
法
人
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
講
座
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▲ぴゅあでは生徒一人ひとりに合わせ
　個別に学習支援を行っている。

　
名
護
市
で
は
名
桜
大
学
（
瀬
名
波
榮
喜

学
長
）
と
連
携
し
て
「
名
護
市
学
習
支
援

室
ぴ
ゅ
あ
」
を
今
年
5
月
に
開
講
し
た
。

こ
れ
は
市
内
の
生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
世
帯
等
の
中
学
生
を
対
象
に
学
習

支
援
を
行
う
も
の
で
、
市
は
無
料
バ
ス

を
巡
回
さ
せ
て
生
徒
を
大
学
ま
で
送
迎

し
、
教
育
課
程
を
履
修
す
る
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
習
指
導
に
あ
た
る
。

現
在
、
市
域
を
3
地
区
に
分
け
、
各
地

区
週
1
回
（
計
3
回
）
、
午
後
6
時
〜
8

時
の
2
時
間
、
計
70
〜
80
名
の
中
学
生

が
利
用
し
て
い
る
。
受
講
は
無
料
。

　
親
の
所
得
格
差
が
子
の
教
育
環
境
や

就
業
機
会
へ
影
響
し
、
貧
困
か
ら
脱
け

出
せ
な
く
な
る
い
わ
ゆ
る
「
貧
困
の
連

鎖
」
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
名

護
市
に
お
い
て
も
生
活
保
護
世
帯
や
ひ

と
り
親
世
帯
の
子
の
高
校
進
学
率
が
低

い
こ
と
か
ら
そ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ

て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
始
ま
っ
た
「
ぴ
ゅ
あ
」

の
活
動
。
同
大
教
員
養
成
支
援
セ
ン

タ
ー
の
嘉
納
英
明
教
授
に
よ
る
と
「
こ

う
し
た
取
り
組
み
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
」
と
い
う
。
「
ぴ
ゅ
あ
」
で
は
単
に
勉

強
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
学
生
と
生

徒
の
関
わ
り
を
通
じ
て
学
習
意
欲
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
り
、

生
徒
自
ら
が
将
来
に
夢
を
描
け
る
よ
う
支

援
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
に
学
校
以
外

の
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
で
社
会
と
つ

な
が
る
機
会
を
提
供
し
、
人
間
的
成
長
を

図
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
だ
。

　
「
ぴ
ゅ
あ
」
で
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
ま
と
め
る
4
年
次
の
与
古
田
健
伍
さ

ん
は
「
今
は
ま
だ
手
探
り
状
態
だ
が
、

し
っ
か
り
と
形
を
作
っ
て
後
輩
に
引
き

継
ぎ
た
い
」
と
語
り
、
同
3
年
次
の
松

平
伊
織
さ
ん
は
「
学
生
も
一
緒
に
成
長

し
て
い
る
実
感
が
あ
る
」
と
振
り
返

る
。
嘉
納
教
授
は
「
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
。
根
が
深
い
問
題
だ
け
に
息
の
長

い
支
援
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
指

摘
し
た
。

　
生
活
困
窮
世
帯
の
自
立
支
援
は
福
祉

領
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
。「
ぴ
ゅ
あ
」
の

試
み
は
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
を

示
し
て
い
る
。



　地域福祉を推進するための福祉教育とは、
「平和と人権を基盤にした市民社会の担い手
として、社会福祉について協同で学び合あ
い、地域における共生の文化を創造する総合
的な活動である。」
-『社会的包摂にむけた福祉教育(全社協H25.3発行)』-
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県
社
協
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
8
月
23
日
に
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
習
・
福
祉
教
育
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
市
町
村
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
職
員
を

は
じ
め
中
学
校
・
高
校
の
教

諭
、
N
P
O
活
動
者
な
ど
46
名

が
参
加
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
子

ど
も
た
ち
へ
の
福
祉
教
育
を
深

め
る
た
め
に
「
伝
え
る
」
力
を

ど
う
高
め
る
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
公
益
財
団
法
人
沖
縄
こ
ど

も
の
国
の
幸
喜
穂
乃
氏
を
講
師

に
迎
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
一

方
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
体
験
し
「
伝

え
方
」
や
「
伝
わ
り
方
」
、「
聴

く
こ
と
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
伝
え
る

こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し

た
」
、
「
こ
ち
ら
の
思
い
を
押

し
付
け
る
福
祉
教
育
に
な
っ
て

い
た
」
、
「
子
ど
も
た
ち
へ
は

「
O
n
e 

w
a
y
」
方
式
が
ど

う
し
て
も
多
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
気
を
付
け
た
い
」
、

「
自
分
が
今
回
学
ん
だ
よ
う
に

生
徒
達
に
も
『
伝
え
る
こ
と
』
の

難
し
さ
、
大
切
さ
を
教
え
た
い
」

と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

▲

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
学
び
の
様
子

市町村社協 福祉教育 ボランテティィア学習調査報告市町村社協 福祉教育・ボランティア学習調査報告市町村社協 福祉教育・ボランティア学習調査報告
-23市町村社協にてボランティア活動推進校指定事業を実施--23市町村社協にてボランティア活動推進校指定事業を実施-

　ボランティア・市民活動支援センターでは、
今年6月に市町村社協を対象に平成24年度に実
施した社協における福祉教育について調査を
行った。その中から子どもたちを対象とした福
祉教育に関する部分を一部紹介する。
　
■H24年度ボランティア活動推進校指定事業
　実施状況
＊23市町村社協で251ヵ所を指定して実施

＊市町村社協からの指定校への活動助成金とし
ては、年間2万円が全体の23.1%、5万円
22.7%、3万円が22.3%となっており、その財
源は共同募金配分金が66%であったが、財源
の確保が課題となっている。　

■H24年度、学校等からの依頼による福祉教育・
　ボランティア学習の実施状況
＊実施協力した社協は、27市町村社協となって
おり、69件の依頼を受けているが、中学校か
らの依頼件数は少ない状況であった。

■学校における福祉教育・ボランティア学習の取
　組みで市町村社協職員が課題と感じていること
＊疑似体験以外の新たな展開や取組み、年齢層
　に応じた福祉教育プログラムの開発が必要。
＊継続した学びの機会を作ったり、ボランティ
　ア活動や福祉委員・ボランティアクラブ活動
　などにつなげきれていない。
＊福祉教育・ボランティア学習の本来のねらいや
目的を学校側にしっかり伝えきれていない。　
■学校における福祉教育・ボランティア学習の取り
　組みにおいて工夫している点や大切にしている視点
＊福祉を必要としている人は他人事ではなく、
　自分の身に置き換えて考えられるよう、そし
　て考えた先の行動をどうしていくかを伝えて
　いくようにしている。
＊自分たちの住んでいる地域に目を向けてもらう。
＊当事者となるべく一緒に学ぶ機会をつくる。
＊お互いを知り個人を尊重する事、無理なく継
　続できることを大切な視点とする。

1
2
3
4
5
6
7

67
30
88
6
44
15
1

保育所 ( 園 )
幼稚園
小学校
小中学校 (併 )
中学校
高校
特別支援学校

学　校　別 指定数
27％
12％
35％
2％
18％
6％
0％

割合

1
2
3
4
5
6
7

8
8
12
10
9
5
17

保育所 ( 園 )
幼稚園
小学校 1・2年
小学校 3・4年
小学校 5・6年
中学校
高等学校・専門学校

実 施 対 象 実施件数
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社
会
福
祉
法
第
82
条
で
は

「
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
者

は
、
常
に
、
そ
の
提
供
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
利
用

者
等
か
ら
の
苦
情
の
適
切
な
解

決
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
県
社
協
に
事
務
局
を
置
く
沖

縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正

化
委
員
会
で
は
、
事
業
者
段
階

で
の
苦
情
解
決
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　
毎
年
受
講
希
望
者
が
殺
到

し
、
受
講
で
き
な
い
参
加
者
も

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度

は
　
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
関

連
施
設
対
象
（
7
月
10
日
）
と

児
童
福
祉
関
連
施
設
（
9
月
18

日
）
の
2
回
に
分
け
て
開
催
し

た
。
　

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
県
福
祉

サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

委
員
長
の
竹
藤
登
氏
よ
り
「
事

業
所
段
階
に
お
け
る
苦
情
解
決

の
あ
り
方
」
と
題
し
た
講
話
が

あ
り
、
苦
情
解
決
の
目
的
や
苦

情
受
付
担
当
者
、
解
決
責
任

者
、
第
三
者
委
員
の
役
割
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
そ
の
中
で
竹

藤
氏
は
、
「
苦
情
解
決
の
目
的

は
苦
情
を
無
く
す
こ
と
で
は
な

く
、
苦
情
に
対
応
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
」
と
強
調
し
、
利

用
者
の
権
利
を
支
え
る
仕
組
み

と
し
て
の
苦
情
解
決
シ
ス
テ
ム

の
重
要
性
を
訴
え
た
。

1
　
規
程
・
要
綱
を
整
え
る

　
苦
情
解
決
の
実
施
体
制
と
し

て
「
苦
情
受
付
担
当
者
」
、

「
苦
情
解
決
責
任
者
」
、
「
第

三
者
委
員
」
の
設
置
を
行
う
に

あ
た
り
、
そ
の
根
拠
と
な
る
規

程
ま
た
は
要
綱
の
整
備
を
ま
ず

　
続
く
事
例
検
討
で
は
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
の
手
法
を
用
い
、
苦
情

に
な
っ
た
要
因
（
本
人
要
因
や

環
境
要
因
等
）
を
解
析
す
る
中

で
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
プ
ラ
ス

要
因
へ
転
換
し
て
い
く
こ
と

が
、
苦
情
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
を
参
加
者

自
ら
が
気
づ
く
こ
と
が
で
き

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
本
人
の

マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
に
気
を
と

ら
わ
れ
ず
、
プ
ラ
ス
要
因
も
た

く
さ
ん
み
つ
け
て
い
こ
う
と

思
っ
た
」
や
、
「
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
か
ら
見
出
せ
る
視
点
の
多
さ

に
驚
い
た
」
と
の
前
向
き
な
意

見
が
聞
か
れ
た
。

▲「苦情に適切に対応することこそが重要」と
　強調する竹藤登氏

▲事例検討では活発な意見交換が行われた。

行
う
必
要
が
あ
る
。
規
程
に
は

目
的
や
実
施
体
制
、
対
象
範
囲

等
を
定
め
、
必
要
な
書
式
も
定

め
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
組
織
と

し
て
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
一
貫
し

た
対
応
が
可
能
と
な
る
。
な

お
、
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運

営
適
正
化
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
モ
デ
ル
要
綱
を
取
り
寄

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
利
用
者
へ
の
周
知

　
次
に
利
用
者
や
そ
の
家
族
等

に
対
し
て
苦
情
解
決
の
仕
組
み

に
つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
こ
の
時
、
利
用
者

の
立
場
に
立
っ
た
配
慮
が
必
要

と
な
る
。
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
際
は
、
担

当
者
の
氏
名
に
ふ
り
が
な
を

振
っ
た
り
、
顔
写
真
を
掲
載
す

る
と
い
っ
た
工
夫
も
考
え
ら
れ

る
。
「
意
見
箱
」
を
設
置
す
る

場
合
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
開

錠
し
て
対
応
す
る
の
か
を
明
記

し
て
お
く
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。

3
　
職
員
間
の
意
識
共
有

　
「
苦
情

=

利
用
者
の
声
」
で

あ
る
こ
と
の
共
通
認
識
の
も

と
、
苦
情
を
職
員
一
人
の
ミ
ス

と
し
て
片
づ
け
る
の
で
は
な

く
、
苦
情
解
決
責
任
者
を
中
心

に
組
織
全
体
で
解
決
に
取
り
組

む
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。
職
員

が
報
告
を
怠
っ
た
り
、
安
易
に

対
応
し
よ
う
と
す
る
と
、
大
き

な
ク
レ
ー
ム
へ
と
発
展
し
か
ね

な
い
。
職
員
会
議
や
研
修
会
を

通
じ
て
職
員
間
の
意
識
共
有
を

図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

4
　
申
出
人
へ
の
配
慮
を

　
実
際
に
苦
情
の
申
し
出
が

あ
っ
た
際
は
、
申
出
人
で
あ
る

利
用
者
に
合
わ
せ
た
配
慮
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
秘
密

が
守
ら
れ
る
相
談
室
で
話
を
聞

く
、
必
要
に
応
じ
て
申
出
人
側

と
事
業
所
側
が
複
数
名
で
面
会

す
る
等
、
話
し
や
す
い
雰
囲
気

づ
く
り
を
心
掛
け
る
。
ま
た
、

思
い
込
み
や
先
入
観
を
排
除
し

て
耳
を
傾
け
る
、
わ
か
り
や
す

い
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
も
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

5
　
第
三
者
委
員
と
の
連
携

　
第
三
者
委
員
は
中
立
的
な
立

場
で
苦
情
の
解
決
を
手
助
け
す

る
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
時
に
は
第
三
者
委
員
が
直
接

苦
情
を
受
け
付
け
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
事
業
所
に
お

い
て
は
第
三
者
委
員
と
の
情
報

交
換
に
努
め
る
な
ど
常
に
連
携

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事業所段階
における
苦情解決の

事業所段階
における
苦情解決の

事業所段階
における
苦情解決の

ポイントポイントポイント

苦
情
解
決
の
ス
キ
ル
習
得
を
目
指
し
て

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー

苦
情
解
決
の
ス
キ
ル
習
得
を
目
指
し
て

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
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県
社
協
で
は
、
生
活
福
祉
資

金
貸
付
事
業
担
当
職
員
並
び
に

相
談
員
研
修
会
を
8
月
8
日
に

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
低
所

得
世
帯
等
の
生
活
の
安
定
を
図

る
た
め
の
「
生
活
福
祉
資
金
貸

付
制
度
」
に
つ
い
て
、
適
切
か

つ
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

県
内
29
市
町
村
社
協
か
ら
60
人

が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
県
社
協
の
宮
城

民
生
部
長
よ
り
昨
年
の
貸
付
と

償
還
実
績
を
報
告
し
た
。
そ
の

中
で
、
貸
付
件
数
の
減
少
や
償

還
率
の
低
下
と
い
っ
た
課
題
を

指
摘
し
、
よ
り
多
く
の
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
の
広

報
活
動
強
化
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、「
償
還
業
務
に
あ
た
っ

て
は
初
期
対
応
が
重
要
で
あ

る
」
と
強
調
し
、
初
回
の
支
払

い
が
無
け
れ
ば
、
ま
ず
は
電
話

に
て
本
人
へ
確
認
す
る
な
ど
対

応
方
法
を
助
言
し
た
。

　
続
い
て
、
全
社
協
民
生
部
副

部
長
の
平
井
庸
元
氏
よ
り
「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
生

活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
と
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

講
義
が
行
わ
れ
た
。
講
義
の
中

で
平
井
氏
は
生
活
保
護
の
受
給

に
至
ら
な
い
世
帯
へ
の
支
援
策

の
強
化
を
目
的
と
し
た
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。
ま

た
、
今
後
も
生
活
福
祉
資
金
の

需
要
が
高
ま
る
と
の
見
解
を
示

し
、
そ
の
対
応
に
向
け
、
関
係

年
間
１
万
４
千
件
超
の
相
談

　
県
社
協
は
、
地
域
自
立
生
活

を
支
え
る
福
祉
基
盤
づ
く
り
の

一
環
で
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
対
象
者
は
低
所
得
者
、
障
害

者
、
高
齢
者
で
あ
り
、
世
帯
単
位

で
の
貸
付
制
度
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
制
度
は
、
世
帯
の
経
済

的
自
立
と
安
定
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
資
金

の
貸
付
だ
け
で
は
な
く
、
借
入

申
込
時
か
ら
償
還
が
完
了
す
る

ま
で
社
協
職
員
や
民
生
委
員
に

よ
る
相
談
支
援
が
行
わ
れ
る
。

平
成
24
年
度
に
お
け
る
生
活
福

祉
資
金
に
関
す
る
相
談
は
、
１

万
４
１
８
４
件
（
償
還
の
相
談

含
む
）
で
、
そ
の
う
ち
、
貸
付
の

▲講師を務めた全社協・平井庸元氏

▲グループワークの様子

機
関
の
さ
ら
な
る
連
携
を
呼
び

か
け
た
。

　
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、
各
市
町
村
社
協
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
困
難
ケ
ー
ス
へ

の
対
応
や
支
援
方
法
に
つ
い
て

の
事
例
検
討
や
情
報
共
有
を
行

い
、
職
員
の
資
質
及
び
組
織
と

し
て
の
対
応
力
、
支
援
力
の
向

上
を
図
っ
た
。

決
定
が
１
１
３
９
件
、
償
還
率

は
27
．５
％
と
な
っ
て
い
る
。

低
所
得
以
外
に
も
複
雑
な
課
題

を
抱
え
る
世
帯
が
目
立
つ

　
借
入
に
関
す
る
相
談
で
は
、

生
活
費
に
関
す
る
こ
と
が
最
も

多
く
、
失
業
に
よ
る
生
活
困
窮

や
医
療
費
の
支
出
増
な
ど
一
時

的
に
生
計
の
維
持
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
貸
付
を
利
用
す

る
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
貸

付
に
至
ら
な
い
世
帯
も
少
な
く

な
い
。
そ
の
理
由
は
世
帯
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
本
人

の
要
望
と
資
金
種
類
が
一
致
し

な
か
っ
た
り
、
慢
性
的
な
生
活

困
窮
な
ど
貸
付
に
よ
る
解
決
が

困
難
な
場
合
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
償
還
状
況
か
ら
み
て

も
、
低
所
得
世
帯
へ
貸
付
を
行

う
こ
と
か
ら
、
計
画
通
り
償
還

が
で
き
る
世
帯
ば
か
り
で
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

　
貸
付
と
償
還
に
関
す
る
相
談
に

お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

低
所
得
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
複

雑
な
悩
み
を
抱
え
た
世
帯
か
ら
の

相
談
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
生
活
福
祉
資
金
の
相

談
を
き
っ
か
け
に
多
様
な
課
題
に

つ
い
て
相
談
支
援
を
行
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

市
町
村
社
協
で
の
対
応
事
例

　
こ
こ
で
相
談
窓
口
で
あ
る
市

町
村
社
協
で
の
対
応
事
例
を
い

く
つ
か
紹
介
す
る
。

〈
事
例
１
〉

　
離
職
に
よ
る
生
活
困
窮
で
貸

付
を
利
用
。
幼
い
子
ど
も
と
病

弱
な
妻
を
抱
え
、
就
職
活
動
に

励
ん
だ
が
、
貸
付
終
了
時
点
で

は
仕
事
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
就
職
し
た
と

本
人
か
ら
報
告
を
受
け
、
現
在

も
毎
月
定
期
的
に
来
所
し
、
近

況
報
告
を
し
て
い
る
。
現
在
は

計
画
通
り
償
還
中
。

〈
事
例
２
〉

　
貸
付
期
間
中
に
就
職
が
決

ま
っ
た
が
、
生
活
は
厳
し
く
償

還
金
の
滞
納
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
減
額
の
相
談
を
し
、
現
在

は
順
調
に
償
還
中
。

関
係
機
関
と
の
連
携
で
課
題
解

決
を

　
生
活
福
祉
資
金
を
支
援
策
の

一
つ
と
し
て
、
関
係
機
関
・
団

体
等
と
の
連
携
に
よ
り
相
談
者

一
人
ひ
と
り
の
課
題
解
決
に
あ

た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
県
社
協
で
は
生
活
困
窮
世

帯
へ
の
相
談
支
援
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
市
町
村
社
協
職
員

へ
の
研
修
等
を
実
施
し
、
対
応

力
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

生
活
福
祉
資
金
相
談
か
ら

み
る
福
祉
課
題

生
活
福
祉
資
金
相
談
か
ら

み
る
福
祉
課
題
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宜
野
湾
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
當
山
盛
保

会
長
）
で
は
、
こ
の
た

び
「
宜
野
湾
市
権
利
擁

護
支
援
セ
ン
タ
ー
う

る
る
」
を
新
た
に
立
ち

上
げ
た
。
「
う
る
る
」

で
は
認
知
症
高
齢
者

や
知
的
・
精
神
障
害

者
等
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
を
対
象
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
支
援
等
を
行
う
。

　
8
月
15
日
に
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
看
板
掲
揚

式
に
は
市
内
の
相
談
機
関
等
の

福
祉
関
係
者
の
ほ
か
佐
喜
真
淳

市
長
や
、
比
嘉
成
和
県
社
協
常

務
理
事
ら
が
列
席
し
、「
う
る

る
」
の
門
出
を
祝
っ
た
。

　
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
市
が
策
定
す
る
第
2
次
市

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
市
が
市
社
協

に
委
託
し
て
事
業
を
行
う
。
市

内
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
支

援
を
必
要
と
す
る
対
象
者
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
利

用
者
の
権
利
擁
護
の
充
実
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　
同
様
の
事
業
と
し
て
県
社
協

が
実
施
す
る
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

に
、
市
単
独
で
事
業
を
実
施
す

る
の
は
、
県
内
初
の
ケ
ー
ス
と

な
る
。

　
市
社
協
で
は
今
後
と
も
県
社

協
と
連
携
し
な
が
ら
利
用
対
象

者
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　
9
月
9
日
、
県
社
協
・
地
域

生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
「
沖
縄
県
地
域
生
活
定

着
支
援
事
業
連
絡
会
議
」
を
開

催
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
生
活
定
着
支

援
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
事
業
運

営
と
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を

通
じ
て
、
刑
務
所
等
を
出
所
後

の
高
齢
者
・
障
害
者
の
地
域
生

活
の
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
た
も
の
。

　
会
議
で
は
、
沖
縄
刑
務
所
、

那
覇
保
護
観
察
所
、
地
域
生
活

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
今
年

度
の
事
業
報
告
や
障
害
者
支
援

施
設
に
よ
る
支
援
対
象
者
の
事

例
が
報
告
さ
れ
た
。

報
告
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

　
高
齢
や
障
害
に
よ
り
支
援
を

必
要
と
す
る
受
刑
者
は
前
年
度

に
比
べ
て
増
加
し
て
い
る
一

方
、
施
設
等
の
受
け
入
れ
先
が

少
な
い
こ
と
に
加
え
、
家
族
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
再
犯
率

も
高
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
出
所

後
の
支
援
体
制
を
整
え
る
た
め

に
地
域
や
関
係
機
関
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
出
所
後
に
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
各
種
手
続
き
等
の
申
請
も

試
み
て
い
る
が
、
住
民
票
の
問

題
な
ど
で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ

て
し
ま
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

障
害
者
を
受
け
入
れ
る
施
設
で

の
支
援
か
ら

　
触
法
障
害
者
の
受
け
入
れ
を

実
際
に
行
っ
て
い
る
本
部
海
陽

園
の
職
員
か
ら
支
援
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。

　
「
再
犯
を
繰
り
返
す
障
害
者

の
ほ
と
ん
ど
が
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や

社
会
生
活
訓
練
の
必
要
性
が
高

▲会議には多くの関係者が出席し、現状と課題
　について話し合った。

い
。
細
か
な
計
画
を
立
て
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、『
罪

名
』
で
は
な
く
『
人
』
に
注
目

す
る
こ
と
で
、
ご
く
普
通
の
人

間
像
が
見
え
て
き
た
。
犯
罪
そ

の
も
の
よ
り
、
犯
罪
の
背
景
、

要
因
、
環
境
等
の
外
的
問
題
性

を
重
視
し
た
見
方
が
必
要
と
考

え
る
。
」

地
域
全
体
で
生
活
を
支
え
る

　
一
人
の
支
援
者
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
く
る
が
、

知
識
や
技
術
を
深
め
て
い
く
こ

と
に
限
り
は
な
く
、
刑
務
所
出

所
後
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
生

活
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
が

重
要
で
あ
る
。
直
接
的
に
本
人

と
の
関
わ
り
が
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
地
域
全
体
で
安
定

し
た
生
活
や
再
犯
防
止
に
つ
な

げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
多
く
の
関
係
機
関
や
地

域
が
連
携
し
て
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。

▲受け入れ施設の立場から事例報告する本部
　海陽園の職員

▲看板を掲揚する佐喜眞淳宜野湾市長
　(写真右)と當山盛保市社協会長

　
「
う
る
る
」
の
名
前
の
由
来

は
、
手
つ
だ
「
う
」
、
支
え

「
る
」
、
守
「
る
」
の
そ
れ
ぞ
れ

の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
名
付

け
ら
れ
た
。
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〜
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
〜

地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
と

卒
業
生
同
士
の
交
流
を
図
る

　
県
社
協
・
い
き
い
き
長
寿
セ

ン
タ
ー
で
は
、
９
月
２
日
、
那

覇
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
交

流
会
」
を
那
覇
市
社
協
と
共
催

で
開
催
し
た
。

　
こ
れ
は
、
か
り
ゆ
し
長
寿
大

学
校
の
卒
業
生
が
那
覇
市
社
協

と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
等
へ
の
さ

ら
な
る
参
加
促
進
と
卒
業
生
同

士
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
那
覇
市
で
は
２
回
目
の
開
催

と
な
る
今
回
の
交
流
会
で
は
、

首
里
・
識
名
地
区
在
住
の
第
14

期
〜
22
期
生
を
対
象
に
実
施
さ

れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
と
那
覇

市
社
協
の
仲
里
政
幸
会
長
か
ら

あ
い
さ
つ
の
後
、
市
社
協
の
高

野
大
秋
氏
よ
り
、
那
覇
市
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
参
加
者
全
員
で
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
た
体

操
や
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
初
対

面
の
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
に

つ
れ
て
交
流
が
深
ま
る
様
子
が

見
て
う
か
が
え
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
新
し
い
人
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
。
情
報
を
ど
ん
ど
ん

出
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。

　
県
社
協
で
は
今
後
も
各
市
町

村
社
協
と
連
携
を
図
り
卒
業
生

が
地
域
で
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

▲参加者全員がレクリェーションで交流した。▲ボランティアの現状について説明する
　那覇市社協 高野大秋氏

　
９
月
19
日
〜
23
日
ま
で
、
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進
と

参
加
者
相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
明
る
く
活
力
あ
ふ
れ

る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
促
進
す
る
目
的
で
「
第
５
回
沖
縄
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
（
主
催
：
県
、
県
社
協
）
」
が
奥
武
山
総
合
運
動

公
園
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
２
５
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
競
技
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
交
流
し
た
。

　
大
会
中
、
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
在
学
生
９
名
が
、
大
会
運

営
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
。
本
号
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
終
え
た
第
23
期
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

在
学
生
の
座
談
会
の
様
子
を
伝
え
る
。

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
・

卒
業
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
活
動
交
流
会 

報
告

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
・

卒
業
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
活
動
交
流
会 

報
告

◆
渡
名
喜

　
今
回
は
第
５
回
沖
縄
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
て

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

体
験
さ
れ
て
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。本
日
は
、皆
さ
ん
が
、

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
学
生
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
さ

れ
た
感
想
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

さ
れ
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど

を
中
心
に
お
聞
き
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
進
行

　
は
じ
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
動
機

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
宮
城

　
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
引

き
受
け
た
き
っ
か
け
が
、
大
学

校
の
職
員
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
と
声
を
か

け
ら
れ
ま
し
て
、
で
は
や
っ
て

み
よ
う
か
と
引
き
受
け
た
わ
け

で
す
。半
ば
強
制
的
に
…（
笑
）。

◆
大
城

　
私
は
、
常
日
頃
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
や

り
た
い
と
お
も
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
普
段
仕
事
を
し
て
い
て

な
か
な
か
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン

ス
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

せ
っ
か
く
長
寿
大
学
に
通
っ
て

い
て
、
そ
う
い
う
お
声
か
け
が

あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

く
ら
い
は
や
ら
な
く
て
は
と
、

す
ぐ
応
募
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
や
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

◆
仲
村

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
ろ
う
か

と
迷
っ
て
い
た
時
に
、
大
学
校

事
務
局
よ
り
直
接
お
電
話
が
あ

り
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
、
声

を
か
け
れ
ば
、
気
軽
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
応
じ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
進
行

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
抵

抗
み
た
い
な
も
の
は
あ
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。

◆
仲
村

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
前
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
た
い
へ
ん
な

も
の
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
楽
し
く
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
進
行

　
次
に
、
実
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
の
感
想
を
お
聞
き
し
て

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
屋
宜

　
写
真
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
長
寿
大
学
校
で
は
写
真
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
も
の
で
す

か
ら
、
写
真
を
撮
れ
る
チ
ャ
ン

ス
が
来
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

◆
大
城

　
入
場
行
進
の
際
の
誘
導
を
し

た
の
で
す
が
、
足
並
み
を
揃
え

る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

◆
山
城

　
私
も
入
場
行
進
の
誘
導
を
し

ま
し
た
が
、緊
張
し
ま
し
た
。

◆
仲
村

　
め
っ
た
に
で
き
な
い
経
験
で

楽
し
か
っ
た
で
す
。

◆
赤
嶺

　
来
年
は
選
手
と
し
て
も
出
て

み
た
い
と
い
う
刺
激
も
受
け
ま

し
た
。

◆
進
行

　
今
後
に
役
立
つ
こ
と
、
取
り

組
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
で

し
ょ
う
か
。ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
気
持
ち
に
変
化
は

あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

◆
根
保

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
競
技
に

参
加
す
る
も
の
だ
と
い
う
意
識

し
か
な
か
っ
た
で
す
。
今
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
機
会

を
得
て
、
競
技
だ
け
で
は
な
く
、

い
ろ
ん
な
面
で
下
支
え
す
る
役

割
と
い
う
の
も
あ
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。
地
域
で
は
い

ろ
ん
な
活
動
が
あ
る
が
、
そ
の

延
長
上
で
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ

で
き
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

◆
屋
宜

　
無
理
せ
ず
自
分
に
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
視
野
が
広
く
な
っ

て
経
験
を
積
ん
で
い
け
ば
、
ま

た
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
回
、
視

野
が
広
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◆
根
保

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
、
皆
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
と

思
い
ま
す
。
逆
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ

て
、
誰
か
が
や
る
だ
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
も
一
方
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
も
う
少
し
個
々
に
お

願
い
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
用
の
駐
車
場
を
用
意
す
る
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
や

す
い
よ
う
な
条
件
整
備
も
き
ち

ん
と
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

参
加
は
し
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
大
城

　
長
寿
大
学
校
の
皆
さ
ん
も
、

何
か
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
い

う
思
い
は
あ
る
は
ず
で
す
。

◆
真
栄
城

　
よ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
で
、

人
手
は
い
る
け
れ
ど
、
技
能
は

い
ら
な
い
よ
と
受
け
取
ら
れ
る

募
集
が
多
い
。

　
高
齢
者
で
頑
張
り
た
い
と
い

う
人
の
中
に
は
、
今
ま
で
会
社

で
こ
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
た

の
で
、
こ
う
い
う
技
能
で
あ
れ

ば
任
せ
ろ
と
い
う
人
は
結
構
い

る
と
思
う
。
特
技
を
生
か
せ
る

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

す
る
と
、
男
手
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
開
拓
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
渡
名
喜

　
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
活
動
の
担
い
手
養
成

と
い
う
こ
と
で
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

が
学
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
り

ゆ
し
長
寿
大
学
校
に
つ
い
て
も
、

卒
業
さ
れ
た
後
に
は
地
域
に
も

ど
り
、
地
域
の
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
皆
様
の
お
話
を
参
考

に
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
今
回
体
験
さ
れ
た
経

験
を
活
か
し
て
今
後
も
頑
張
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲座談会の様子 ▲県立武道館前での集合写真

 ボランティア体験座談会 ボランティア体験座談会

座談会参加者
◆沖縄ねんりんピック
　大会運営ボランティアの皆さん

（欠席　上原　武雄さん）

◆聞き手

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
よ
う
と
思
っ
た
動
機

実
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
み
て
の
感
想

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

今
後
に
役
立
つ
こ
と
、
今

後
取
り
組
み
た
い
こ
と

宮城 孝子さん大城 末子さん

大城 末子さん・仲村 栄子さん
屋宜 宣治さん・宮城 孝子さん
赤嶺 邦子さん・山城 安子さん
根保 幸男さん・真栄城 毅さん

県社協・いきいき長寿センター所長

渡名喜 邦夫

仲村 栄子さん

屋宜 宣治さん

根保 幸男さん

真栄城 毅さん

山城 安子さん赤嶺 邦子さん
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〜
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
〜

地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
と

卒
業
生
同
士
の
交
流
を
図
る

　
県
社
協
・
い
き
い
き
長
寿
セ

ン
タ
ー
で
は
、
９
月
２
日
、
那

覇
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
交

流
会
」
を
那
覇
市
社
協
と
共
催

で
開
催
し
た
。

　
こ
れ
は
、
か
り
ゆ
し
長
寿
大

学
校
の
卒
業
生
が
那
覇
市
社
協

と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
等
へ
の
さ

ら
な
る
参
加
促
進
と
卒
業
生
同

士
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
那
覇
市
で
は
２
回
目
の
開
催

と
な
る
今
回
の
交
流
会
で
は
、

首
里
・
識
名
地
区
在
住
の
第
14

期
〜
22
期
生
を
対
象
に
実
施
さ

れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
と
那
覇

市
社
協
の
仲
里
政
幸
会
長
か
ら

あ
い
さ
つ
の
後
、
市
社
協
の
高

野
大
秋
氏
よ
り
、
那
覇
市
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
参
加
者
全
員
で
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
た
体

操
や
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
初
対

面
の
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
に

つ
れ
て
交
流
が
深
ま
る
様
子
が

見
て
う
か
が
え
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
新
し
い
人
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
。
情
報
を
ど
ん
ど
ん

出
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。

　
県
社
協
で
は
今
後
も
各
市
町

村
社
協
と
連
携
を
図
り
卒
業
生

が
地
域
で
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

▲参加者全員がレクリェーションで交流した。▲ボランティアの現状について説明する
　那覇市社協 高野大秋氏

　
９
月
19
日
〜
23
日
ま
で
、
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進
と

参
加
者
相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
明
る
く
活
力
あ
ふ
れ

る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
促
進
す
る
目
的
で
「
第
５
回
沖
縄
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
（
主
催
：
県
、
県
社
協
）
」
が
奥
武
山
総
合
運
動

公
園
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
２
５
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
競
技
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
交
流
し
た
。

　
大
会
中
、
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
在
学
生
９
名
が
、
大
会
運

営
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
。
本
号
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
終
え
た
第
23
期
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

在
学
生
の
座
談
会
の
様
子
を
伝
え
る
。

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
・

卒
業
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
活
動
交
流
会 

報
告

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
・

卒
業
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
活
動
交
流
会 

報
告

◆
渡
名
喜

　
今
回
は
第
５
回
沖
縄
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
て

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

体
験
さ
れ
て
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。本
日
は
、皆
さ
ん
が
、

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
学
生
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
さ

れ
た
感
想
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

さ
れ
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど

を
中
心
に
お
聞
き
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
進
行

　
は
じ
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
動
機

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
宮
城

　
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
引

き
受
け
た
き
っ
か
け
が
、
大
学

校
の
職
員
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
と
声
を
か

け
ら
れ
ま
し
て
、
で
は
や
っ
て

み
よ
う
か
と
引
き
受
け
た
わ
け

で
す
。半
ば
強
制
的
に
…（
笑
）。

◆
大
城

　
私
は
、
常
日
頃
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
や

り
た
い
と
お
も
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
普
段
仕
事
を
し
て
い
て

な
か
な
か
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン

ス
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

せ
っ
か
く
長
寿
大
学
に
通
っ
て

い
て
、
そ
う
い
う
お
声
か
け
が

あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

く
ら
い
は
や
ら
な
く
て
は
と
、

す
ぐ
応
募
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
や
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

◆
仲
村

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
ろ
う
か

と
迷
っ
て
い
た
時
に
、
大
学
校

事
務
局
よ
り
直
接
お
電
話
が
あ

り
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
、
声

を
か
け
れ
ば
、
気
軽
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
応
じ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
進
行

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
抵

抗
み
た
い
な
も
の
は
あ
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。

◆
仲
村

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
前
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
た
い
へ
ん
な

も
の
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
楽
し
く
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
進
行

　
次
に
、
実
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
の
感
想
を
お
聞
き
し
て

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
屋
宜

　
写
真
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
長
寿
大
学
校
で
は
写
真
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
も
の
で
す

か
ら
、
写
真
を
撮
れ
る
チ
ャ
ン

ス
が
来
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

◆
大
城

　
入
場
行
進
の
際
の
誘
導
を
し

た
の
で
す
が
、
足
並
み
を
揃
え

る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

◆
山
城

　
私
も
入
場
行
進
の
誘
導
を
し

ま
し
た
が
、緊
張
し
ま
し
た
。

◆
仲
村

　
め
っ
た
に
で
き
な
い
経
験
で

楽
し
か
っ
た
で
す
。

◆
赤
嶺

　
来
年
は
選
手
と
し
て
も
出
て

み
た
い
と
い
う
刺
激
も
受
け
ま

し
た
。

◆
進
行

　
今
後
に
役
立
つ
こ
と
、
取
り

組
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
で

し
ょ
う
か
。ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
気
持
ち
に
変
化
は

あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

◆
根
保

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
競
技
に

参
加
す
る
も
の
だ
と
い
う
意
識

し
か
な
か
っ
た
で
す
。
今
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
機
会

を
得
て
、
競
技
だ
け
で
は
な
く
、

い
ろ
ん
な
面
で
下
支
え
す
る
役

割
と
い
う
の
も
あ
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。
地
域
で
は
い

ろ
ん
な
活
動
が
あ
る
が
、
そ
の

延
長
上
で
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ

で
き
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

◆
屋
宜

　
無
理
せ
ず
自
分
に
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
視
野
が
広
く
な
っ

て
経
験
を
積
ん
で
い
け
ば
、
ま

た
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
回
、
視

野
が
広
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◆
根
保

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
、
皆
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
と

思
い
ま
す
。
逆
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ

て
、
誰
か
が
や
る
だ
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
も
一
方
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
も
う
少
し
個
々
に
お

願
い
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
用
の
駐
車
場
を
用
意
す
る
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
や

す
い
よ
う
な
条
件
整
備
も
き
ち

ん
と
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

参
加
は
し
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
大
城

　
長
寿
大
学
校
の
皆
さ
ん
も
、

何
か
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
い

う
思
い
は
あ
る
は
ず
で
す
。

◆
真
栄
城

　
よ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
で
、

人
手
は
い
る
け
れ
ど
、
技
能
は

い
ら
な
い
よ
と
受
け
取
ら
れ
る

募
集
が
多
い
。

　
高
齢
者
で
頑
張
り
た
い
と
い

う
人
の
中
に
は
、
今
ま
で
会
社

で
こ
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
た

の
で
、
こ
う
い
う
技
能
で
あ
れ

ば
任
せ
ろ
と
い
う
人
は
結
構
い

る
と
思
う
。
特
技
を
生
か
せ
る

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

す
る
と
、
男
手
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
開
拓
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
渡
名
喜

　
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
活
動
の
担
い
手
養
成

と
い
う
こ
と
で
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

が
学
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
り

ゆ
し
長
寿
大
学
校
に
つ
い
て
も
、

卒
業
さ
れ
た
後
に
は
地
域
に
も

ど
り
、
地
域
の
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
皆
様
の
お
話
を
参
考

に
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
今
回
体
験
さ
れ
た
経

験
を
活
か
し
て
今
後
も
頑
張
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲座談会の様子 ▲県立武道館前での集合写真

 ボランティア体験座談会 ボランティア体験座談会

座談会参加者
◆沖縄ねんりんピック
　大会運営ボランティアの皆さん

（欠席　上原　武雄さん）

◆聞き手

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
よ
う
と
思
っ
た
動
機

実
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
み
て
の
感
想

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

今
後
に
役
立
つ
こ
と
、
今

後
取
り
組
み
た
い
こ
と

宮城 孝子さん大城 末子さん

大城 末子さん・仲村 栄子さん
屋宜 宣治さん・宮城 孝子さん
赤嶺 邦子さん・山城 安子さん
根保 幸男さん・真栄城 毅さん

県社協・いきいき長寿センター所長

渡名喜 邦夫

仲村 栄子さん

屋宜 宣治さん

根保 幸男さん

真栄城 毅さん

山城 安子さん赤嶺 邦子さん



受験者を全力サポート！
～合格を目指すあなたに～

『介護支援専門員実務研修
　　　受講試験対策セミナー』

　
10
月
13
日
、
全
国
一
斉
に
介

護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
（
以
下
、
受
講
試
験
）
が

実
施
さ
れ
、
沖
縄
県
で
は
、
２

2
5
2
名
が
受
験
し
た
。

　
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
受
講
試
験
の
受
験
者

を
対
象
に
「
試
験
対
策
セ
ミ

ナ
ー
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
て
、

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
実
施

さ
れ
た
計
５
日
間
の
日
程
に

１
２
０
名
が
参
加
し
た
。

　
内
容
は
、
分
野
ご
と
（
①
介

護
支
援
分
野
②
福
祉
サ
ー
ビ
ス

分
野
③
保
健
医
療
分
野
）
に
分

か
れ
る
試
験
内
容
を
網
羅
し
た

対
策
講
座
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
試
験
本
番
を
想
定
し
た
模

擬
試
験
を
行
う
こ
と
で
、
受
験

者
の
合
格
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も

の
。

　
分
野
ご
と
に
４
名
の
専
門
家

を
講
師
に
招
き
、
基
礎
的
知
識

の
習
得
か
ら
出
題
が
予
想
さ
れ

る
問
題
の
解
説
、
効
果
的
な
勉

強
方
法
な
ど
に
つ
い
て
講
義
が

行
わ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
県
社
協
で
は

県
内
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
方

が
合
格
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

受
験
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

☆ 参加者の声 ☆

Let's Try!!Let's Try!!
介護の基礎技術を確認しながら、今行っている介護のしかたを振り返り、スキルアップを図る講座です。
１－１
午前 １２/４

（水曜日）

１２/１１
（水曜日）

１２/１８
（水曜日）

１２/２５
（水曜日）

高齢者疑似体験 高齢者の身体的、心理的な変化の疑似体験

身体の特長や動きの検証。　椅子、床からの立ち上がりの介助方法

身体の特長や動きの検証・体位変換、起床座位、移乗の介助方法

衣類の選定について　着脱の介助方法と留意点

排泄の介助方法と排泄関連の福祉用具について・オムツの使用方法

入浴室の環境設定・入浴の介助方法と入浴関連の福祉用具について

嚥下のしくみ、誤嚥について・食事の介助方法と自助具の活用

バリアフリー、ユニバーサルについて　リフォームと住宅改修の違いについて

対　　象　　介護、福祉用具業務従事者
定　　員　　先着１６名程度（１法人１名まで）
料　　金　　１,０００円/１講座（全８回講座）

本セミナー参加者はじめ県内から多くの受
験者が合格するよう祈念いたします。
　　　　　　　　　（福祉人材研修センター）

申込期間　　平成２５年１１月５日（火）９：００受付開始（定員に達し次第締め切らせていただきますのでご了承ください。）
沖縄県介護実習・普及センター　TEL ０９８－８８２－１４８４　　FAX ０９８－８８２－１４８６

会　　場　　沖縄県総合福祉センター
時　　間　　午前　９：３０～１２：３０　　午後　１：３０～４：３０
申込方法　　電話またはFAXでお申込みください

立ち上がりの自立と介助

起居の自立と介助

着脱編

排泄編

入浴編

食事編

住宅改修編

１－２
午後

２－１
午前
２－２
午後

３－１
午前
３－２
午後

４－１
午前
４－２
午後

Skill UP!Skill UP!

○とても分かりやすい講義
で、絶対合格したいという気
持ちがわいてきました。昨年
は自己流の勉強法だったので
失敗でした。昨年受けていれ
ばと後悔しています。

○初めて受験することになり
勉強についていけるかとても
不安でした。テストに出題さ
れるようなポイントも独学だ
と知らなかった所もあり、と
ても身になりました。一発で
合格できるよう頑張っていき
ます。

○試験対策のやり方が今まで
分からなかったので、今回講
義を受けて勉強方法の入り口
が分かりやすく参考になりま
した。

○今まであいまいだった所を
今回改めて復習し理解するこ
とができました。

介護支援分野講師

林　  和  美　氏
（国際医療福祉大学・　
　医療福祉学部准教授）

模擬試験解答解説講師

渡 口　彦 直　氏
（沖縄県介護支援　　

　　専門員協会副会長）

福祉サービス分野講師

松 藤　和 生　氏
（ＫＴ福祉研究所代表）

保健医療分野講師

益田　雄一郎　氏
（医師・医学博士）

「グッジョブセンターおきなわ」で出張相談をしています「グッジョブセンターおきなわ」で出張相談をしています

グッジョブセンター
おきなわ

〒900-0021 那覇市泉崎 1-15-10
℡ 098-865-5006

出張相談日 毎月 第１・第３ 水曜日
相談時間…10：00～16：00（12：00～13：00は昼休憩のため不在です。）

■共催：沖縄県、沖縄労働局（ハローワーク）、全国社会福祉協議会
■主催・問合せ先：沖縄県社会福祉協議会・福祉人材研修センター（担当 新川、大城、中島）
　TEL　098-882-5703　　FAX　098-886-8474　　E-mail　jinzai@okishakyo.or.jp
　ホームページURL　http://www.okishakyo.or.jp/

「グッジョブセンターおきなわ」とは…就労や生活に関わる機関と緊密に連携し、相談から就職までワンストップで総合支援を行うセンターです。「グッジョブセンターおきなわ」とは…就労や生活に関わる機関と緊密に連携し、相談から就職までワンストップで総合支援を行うセンターです。

福祉人材研修センター（沖縄県総合福祉センター東棟３階）では、いつでも相談を受付けています。
【 ℡ 098-882-5703　FAX 098-886-8474　那覇市首里石嶺町 4-373-1　※平日 9：00～ 17：00 】

福祉分野の無料職業紹介事業を行っている福祉人材研修センターでは、平成25
年4月から「グッジョブセンターおきなわ」で出張相談を行っています。
ぜひ、お気軽に「グッジョブセンターおきなわ」へお越しください。

福祉の仕事に興味のある方！！
わたしにも福祉の仕事ってできるのかな？ 
福祉の資格ってどんなのがあるのかな？
～そんなあなたをお待ちしています～

各種相談コーナー各種相談コーナー 当日のスケジュール
13：00～　　　　　  受付開始（受付16：30まで）
13：30～14：30　　就職応援セミナー
14：30～17：00　　事業所説明・面接会

＊福祉人材研修センター
　福祉の仕事、資格等に関する相談及び求人紹介、求職登録
＊ハローワーク
　参加求人及び参加求人以外の職業相談・求人紹介
＊沖縄県キャリアセンター
　履歴書の書き方、面接の練習等の就職相談
＊ナースセンター（第 2・3回のみ設置）
　看護職の求人や職種についての説明・相談

～ お気軽にご相談ください。～～ お気軽にご相談ください。～

■参加事業所や求人職種、募集人数等に関しては、

　決定次第ホームページへ掲載いたします。

■参加事業所や求人職種、募集人数等に関しては、

　決定次第ホームページへ掲載いたします。

場所：沖縄県総合福祉センター東棟１階　ゆいほーる
那覇市首里石嶺町 4-373-1　　※場所は全３回同じです。

２０１３年 １１月 ２３日 （土）

２０１３年 １２月 １４日 （土）

２０１４年 ２月 １日 （土）

後援：厚生労働省、沖縄県キャリアセンター、沖縄県大学就職指導研究協議会、沖縄県専修学校各種学校協会、沖縄県私立保育園連盟、
　　　日本保育協会沖縄県支部、沖縄県保育士会

後援：厚生労働省、沖縄県看護協会、沖縄県キャリアセンター、沖縄県大学就職指導研究協議会、沖縄県専修学校各種学校協会

後援：厚生労働省、沖縄県看護協会、沖縄県キャリアセンター、沖縄県大学就職指導研究協議会、沖縄県専修学校各種学校協会

…………………………………………
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～合格を目指すあなたに～

『介護支援専門員実務研修
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☆ 参加者の声 ☆

Let's Try!!Let's Try!!
介護の基礎技術を確認しながら、今行っている介護のしかたを振り返り、スキルアップを図る講座です。
１－１
午前 １２/４

（水曜日）

１２/１１
（水曜日）

１２/１８
（水曜日）

１２/２５
（水曜日）

高齢者疑似体験 高齢者の身体的、心理的な変化の疑似体験

身体の特長や動きの検証。　椅子、床からの立ち上がりの介助方法

身体の特長や動きの検証・体位変換、起床座位、移乗の介助方法

衣類の選定について　着脱の介助方法と留意点

排泄の介助方法と排泄関連の福祉用具について・オムツの使用方法

入浴室の環境設定・入浴の介助方法と入浴関連の福祉用具について

嚥下のしくみ、誤嚥について・食事の介助方法と自助具の活用

バリアフリー、ユニバーサルについて　リフォームと住宅改修の違いについて

対　　象　　介護、福祉用具業務従事者
定　　員　　先着１６名程度（１法人１名まで）
料　　金　　１,０００円/１講座（全８回講座）

本セミナー参加者はじめ県内から多くの受
験者が合格するよう祈念いたします。
　　　　　　　　　（福祉人材研修センター）

申込期間　　平成２５年１１月５日（火）９：００受付開始（定員に達し次第締め切らせていただきますのでご了承ください。）
沖縄県介護実習・普及センター　TEL ０９８－８８２－１４８４　　FAX ０９８－８８２－１４８６

会　　場　　沖縄県総合福祉センター
時　　間　　午前　９：３０～１２：３０　　午後　１：３０～４：３０
申込方法　　電話またはFAXでお申込みください

立ち上がりの自立と介助

起居の自立と介助

着脱編

排泄編

入浴編

食事編

住宅改修編
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Skill UP!Skill UP!

○とても分かりやすい講義
で、絶対合格したいという気
持ちがわいてきました。昨年
は自己流の勉強法だったので
失敗でした。昨年受けていれ
ばと後悔しています。

○初めて受験することになり
勉強についていけるかとても
不安でした。テストに出題さ
れるようなポイントも独学だ
と知らなかった所もあり、と
ても身になりました。一発で
合格できるよう頑張っていき
ます。

○試験対策のやり方が今まで
分からなかったので、今回講
義を受けて勉強方法の入り口
が分かりやすく参考になりま
した。

○今まであいまいだった所を
今回改めて復習し理解するこ
とができました。

介護支援分野講師

林　  和  美　氏
（国際医療福祉大学・　
　医療福祉学部准教授）

模擬試験解答解説講師

渡 口　彦 直　氏
（沖縄県介護支援　　

　　専門員協会副会長）

福祉サービス分野講師

松 藤　和 生　氏
（ＫＴ福祉研究所代表）

保健医療分野講師

益田　雄一郎　氏
（医師・医学博士）

「グッジョブセンターおきなわ」で出張相談をしています「グッジョブセンターおきなわ」で出張相談をしています

グッジョブセンター
おきなわ

〒900-0021 那覇市泉崎 1-15-10
℡ 098-865-5006

出張相談日 毎月 第１・第３ 水曜日
相談時間…10：00～16：00（12：00～13：00は昼休憩のため不在です。）

■共催：沖縄県、沖縄労働局（ハローワーク）、全国社会福祉協議会
■主催・問合せ先：沖縄県社会福祉協議会・福祉人材研修センター（担当 新川、大城、中島）
　TEL　098-882-5703　　FAX　098-886-8474　　E-mail　jinzai@okishakyo.or.jp
　ホームページURL　http://www.okishakyo.or.jp/

「グッジョブセンターおきなわ」とは…就労や生活に関わる機関と緊密に連携し、相談から就職までワンストップで総合支援を行うセンターです。「グッジョブセンターおきなわ」とは…就労や生活に関わる機関と緊密に連携し、相談から就職までワンストップで総合支援を行うセンターです。

福祉人材研修センター（沖縄県総合福祉センター東棟３階）では、いつでも相談を受付けています。
【 ℡ 098-882-5703　FAX 098-886-8474　那覇市首里石嶺町 4-373-1　※平日 9：00～ 17：00 】

福祉分野の無料職業紹介事業を行っている福祉人材研修センターでは、平成25
年4月から「グッジョブセンターおきなわ」で出張相談を行っています。
ぜひ、お気軽に「グッジョブセンターおきなわ」へお越しください。

福祉の仕事に興味のある方！！
わたしにも福祉の仕事ってできるのかな？ 
福祉の資格ってどんなのがあるのかな？
～そんなあなたをお待ちしています～

各種相談コーナー各種相談コーナー 当日のスケジュール
13：00～　　　　　  受付開始（受付16：30まで）
13：30～14：30　　就職応援セミナー
14：30～17：00　　事業所説明・面接会

＊福祉人材研修センター
　福祉の仕事、資格等に関する相談及び求人紹介、求職登録
＊ハローワーク
　参加求人及び参加求人以外の職業相談・求人紹介
＊沖縄県キャリアセンター
　履歴書の書き方、面接の練習等の就職相談
＊ナースセンター（第 2・3回のみ設置）
　看護職の求人や職種についての説明・相談

～ お気軽にご相談ください。～～ お気軽にご相談ください。～

■参加事業所や求人職種、募集人数等に関しては、

　決定次第ホームページへ掲載いたします。

■参加事業所や求人職種、募集人数等に関しては、

　決定次第ホームページへ掲載いたします。

場所：沖縄県総合福祉センター東棟１階　ゆいほーる
那覇市首里石嶺町 4-373-1　　※場所は全３回同じです。

２０１３年 １１月 ２３日 （土）

２０１３年 １２月 １４日 （土）

２０１４年 ２月 １日 （土）

後援：厚生労働省、沖縄県キャリアセンター、沖縄県大学就職指導研究協議会、沖縄県専修学校各種学校協会、沖縄県私立保育園連盟、
　　　日本保育協会沖縄県支部、沖縄県保育士会

後援：厚生労働省、沖縄県看護協会、沖縄県キャリアセンター、沖縄県大学就職指導研究協議会、沖縄県専修学校各種学校協会

後援：厚生労働省、沖縄県看護協会、沖縄県キャリアセンター、沖縄県大学就職指導研究協議会、沖縄県専修学校各種学校協会

…………………………………………
142013.11.１福祉情報おきなわ15 福祉情報おきなわ2013.11.１
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▲平成25年度上期の贈呈式（那覇地区）
　提供：琉球銀行

　
那
覇
市
在
住
の
神
里
き
み

さ
ん
は
、
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学

校
第
14
期
の
卒
業
生
。在
学
中

に
絵
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

今
で
も
サ
ー
ク
ル
や
絵
画
教

室
で
絵
筆
を
と
る
。

　
表
紙
の
絵
は
、
今
年
の
か
り

ゆ
し
美
術
展
で
見
事
、
奨
励
賞

に
輝
い
た
作
品
。受
賞
の
知
ら

せ
を
聞
い
た
と
き
は
「
と
て
も

感
激
し
た
」と
振
り
返
る
。

　「
背
景
の
タ
ッ
チ
に
工
夫
を

要
し
た
と
い
う
作
品
は
、
さ
が

り
ば
な
の
可
憐
さ
が
月
夜
の

雰
囲
気
と
と
も
に
う
ま
く
表

現
さ
れ
て
い
る
。

作成者：神里きみ さん

●
㈱
沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

　
ー
ト 

様

●
比
嘉
義
隆 

様

●
沖
縄
タ
オ
ル
工
業
㈱ 

様

●（
資
）
沖
縄
実
業 

様

●
福
山
商
事
㈱

●
㈱
N
T
T
ド
コ
モ

　
　  

九
州
支
社
沖
縄
支
店 

様

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

（
8
月
1
日
〜
9
月
30
日
）

作品名「さがりばな」作品名「さがりばな」
角
度
か
ら
社
会
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

（
伊
良
皆
）

　
本
号
は
生
活
困
窮
世
帯
へ
の

支
援
に
関
す
る
記
事
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。課
題
の
解
決
に
は
福

祉
・
教
育
・
就
労
他
あ
ら
ゆ
る

表

紙
の

絵

魔法の言葉「どうしたの？」からはじめ

ましょ♥。

尾木ママが子どもの気持ちに寄り添う

コツをアドバイス。

全国のママ・パパから寄せられた 子

育ての悩みに尾木ママが答えるイン

ターネットライブを書籍化。

全国のママ達からの「生」の子育て相談

に、尾木ママが愛をこめてアドバイス。

「叱ってばかりで疲れました…」「乱暴

してばかりです…」「勉強のヤル気が全

くないのですが…」などなど、「うちの

子もそう !」と共感できる２７の悩みを

解決する具体的なヒントが満載。
 

※この図書は社会福祉ライブラリー

   で貸出しています。

～社会福祉ライブラリーから本の紹介～～社会福祉ライブラリーから本の紹介～

著　　者　尾木　直樹

発　　行　中央法規

出版年月　2011年12月

定　　価　1,050円
　　　    　 （税込）

『あせらない 叱らない 抱え込まない 
  尾木ママの共感♥  子育てアドバイス』
『あせらない 叱らない 抱え込まない 
  尾木ママの共感♥  子育てアドバイス』
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25
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期
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「
り
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う
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ん
ユ
イ
マ
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助
成
会
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成
先
募
集
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「
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ゅ
う
ぎ
ん
ユ
イ
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助
成
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成
先
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第
22
回（
25
年
度
下
期
）

「
り
ゅ
う
ぎ
ん
ユ
イ
マ
ー
ル
助
成
会
」助
成
先
募
集

●映画「うまれる」自主上映実行委員会様
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ご
寄
付
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
琉
球
銀
行
・

り
ゅ
う
ぎ
ん
ユ
イ
マ
ー
ル
助
成

会
（
髙
良
幸
明
委
員
長
）
で

は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
県
内
に
お
け
る
地
域
福
祉

活
動
及
び
環
境
保
全
活
動
に
対

す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
請
書
類
は
同
助
成
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
能
。
詳

細
は
次
の
と
お
り
。

▼
募
集
期
間=

平
成
25
年
10
月

1
日
〜
11
月
30
日

▼
助
成
対
象
先=

県
内
で
県
民

の
た
め
の
社
会
福
祉
活
動
、

環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
て

い
る
N
P
O
法
人
・
原
則
と

し
て
非
営
利
目
的
の
法
人
又

は
団
体

▼
対
象
事
業=

県
内
の
社
会
福

祉
、
環
境
保
全
活
動
に
関
す

る
独
創
的
、
先
駆
的
な
事
業
・

企
画
（
日
常
の
人
件
費
や
交
通

費
は
対
象
外
）
。
県
内
に
お
い

て
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童

に
対
す
る
社
会
福
祉
活
動
、

環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
て

い
る
法
人
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体

を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
・

機
器
の
整
備
等

▼
助
成
金=

総
額
2
5
0
万
円

程
度
。
1
法
人
（
1
団
）
へ
の

助
成
上
限
20
万
円
。

▼
問
合
せ 

琉
球
銀
行 

地
域
貢

献
室

0
9
8
（
8
6
0
）
3
7
8
7

※

本
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
税

　
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

　
ま
す
。


